
2025年度事業報告 

（2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日まで） 

特定非営利活動法人市民社会研究所 

 

 2025年度の特記事項  

１ ＳＳＫ創立２０周年記念イベントの実施（4月） 

2025年 4月 5日（土） 10:30～13:30 

プラトンホテル ダイヤモンドホール 

           参加者 110人 

 

２ ほくサポ 2025年度利用者満足度調査全国２位 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「さえとしおりのキーマカレー」の発売（5月・右） 

     しおりさん指導のキーマカレーを完成させ発売。 

伊勢おやき本舗がナンの製造を担当。 

 

４ スプラウト店長交代（8月・右） 

       

５ 四日市居場所ネットワークの基盤形成 

四日市市委託事業として、市内の居場所調査を 

行い、ネットワークの基盤づくりを行った。 

（把握した居場所 2.100  調査 1,200  回答 690） 

 

６ ホームページリニューアル 

上：ＳＳＫ   下：ほくサポ 

 

 

 

 

 

 

 

７ 地域貢献：グリーンモール中入道囲い 

テントお披露目イベント実施（10月） 

     10 月 26 日（日）13:00～14:00 

          商店街イベント「まちなか文化祭」参加 



 

 

 Ⅰ 力強い市民社会づくり  

１ 人権・市民教育 

（１）人権 

① 「実践行動につなげる人権のまちづくり研修支援事業」の一部実施 

2024年度まで毎年三重県から受託していた事業であるが、2025年度から受託をや 

め、代わって受託した反差別人権研究所みえからの個別に依頼により担当した。 

   7月 23日 株式会社やまきん（名張市）「職場のハラスメント」 

   9月 13日 常磐地区人同協（四日市市）「インターネットと人権」 

   1月 15日 三重県鈴鹿地域防災総合事務所「メディアリテラシー」 

   2月 6日 太陽生命四日市支社（四日市市）「ＳＮＳと人権」 

    2月 17日 三重県人権擁護委員連合会（津市）「合理的配慮」 

   2月 18日 伊賀市比自岐地区人権啓発草の根運動推進会議「ＳＮＳと人権」  

 

② 四日市市人権センター「メディア・リテラシーに関する教育・啓発のあり方を考える研

究業務委託」 

  ＊（４）に掲載 

③ その他の人権研修 

・四日市市職員人権研修 ２回（新規採用職員・50歳）「人権の基本」 

      ・ＣＴＹ職員研修 ２回 「人権の基本」 

    ・三重県老人クラブ連合会「高齢者の人権」 

    ・よっかいち人権大学あすてっぷ「メディアリテラシー」 

 

（２）市民共育 

① ニュースカフェの実施 

2025 年 1 月に開設した、ニュースを題材に学び合う会を実施した。（＠スプラウト） 

曜日 時間 テーマ・チューター等 

4月 26日（土） 10:00～11:30 地域で働く外国人（グローカルユース 木田裕子副代表） 

5月 31日（土） 10:00～11:30 選挙とＳＮＳ（みんなで議論） 

7月 15日（土） 10:00～11:30 メディア・リテラシー教育（菱田慶文さんの模擬授業と討論） 

8月 9日（土） 10:00～11:30 働きにくさを抱える人への寄り添い方(ほくサポ森俊昭前所長) 

9月 6日（土） 10:00～11:30 消費税をどう考える？（渡邉洋二税理士） 

10月 11日（土） 10:00～11:30 「女性天皇」を考える（関西学院大学 松井幸夫名誉教授） 



② 連携する組織が行う市民教育に関する事業への参加・協力 

・NPO 法人みえ NPO ネットワークセンター（みえ市民活動ボランティアセンター） 

    未来のシティズンシップ講座、グローバル市民講座 等 

・四日市市・（公財）ささえあいのまち創造基金 

四日市市地域づくりマイスター養成講座 

      ・（一社）食の輪よっかいち 

    食品事業者から学ぶ「食」の講座 

  ・NPO 法人 Kotoisa 

    未来改造ラボ（海蔵学童保育所・第一学院高校）の協力 

③ その他 

   ・四日市市熟年大学：「地域で市民活動・市民協働を進めるために」 

   ・三重県立看護大学「三重を知ろう」授業協力 

   ・都留文科大学神長ゼミ授業協力 

 

２ 地域のつながり 

（１） 「地域のつながり」強化事業（四日市市委託） ＊重層的支援体制整備事業（地域づくり事業） 

① 四日市居場所ネットワークの構築に向けた取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

2025年度居場所キーパーソン会議メンバー一覧 

分野 名前 所属団体 

子ども 上野尚子 四日市市学童保育連絡協議会会長 ・海蔵学童保育所 所長 

若者 若林辰也 株式会社デルタスタジオ 代表取締役 

若者 小林理華 北勢地域若者サポートステーション 所長 

高齢者 谷口欽衛 NPO法人下野・活き域ネット 理事長 

高齢者 坂倉加代子 NPO法人四日市 Dサポート 理事 

障害者 水谷泉 四日市市手をつなぐ育成会 副会長 

NPO法人四日市市知的障害者育成会おのえ作業所 所長 

障害者 中島千恵 障害者相談支援センター ソシオ（社会医療法人会居仁会） 

生活困窮者 原田塩子 四日市市社会福祉協議会生活支援室 室長 

外国人 樋口恵美 一般社団法人グローカルユース 理事 

地域 内田寛 羽津地区まちづくり推進協議会 会長 

地域 髙井俊夫 NPO法人ニコニコ共和国 理事長 

行政 山岸・成田 四日市市役所健康福祉部福祉総務課福祉支援係 

中間支援（つなぎ役） 松井・辻・伊藤 NPO法人市民社会研究所（事務局） 



② 居場所調査 

・2024度に把握した居場所へのアンケート調査（＊）を行い、各居場所の詳細や抱え

る課題、今後のつながりの意欲などを把握した。 

＊対象数 約 2100、 調査数 約 1,200、 回答数 約 690  

うち継続的な情報共有希望：約 250 

     ・同調査に基づき、四日市居場所ネットワーク LINEオープンチャットを開設 

     ・同調査に基づき、四日市市のホームページに「四日市居場所 MAP」作成 

 

③ 居場所のニーズに即した交流会等 

 ア）個別居場所の交流会 

分野 居場所のニーズ 手法 ： 「ごちゃまぜ」 結果 

高齢者 

 

地域との 

つながり 

パナソニックエイジフリーケアセンター四日市 

× 

第一学院四日市キャンパス 

12/3(水) 交流会を実施 

パナ利用者２８人 

第一学院生徒 10人 

自助 

団体 

 

発信力・周知 三重言友会・全国ギャンブル依存症家族の会三重 

× 

羽津地区まちづくり推進協議会 

1/18(日)講演会を実施 

羽津地区参加者 

36人 

高校生 

年代 

 

地域に関心を 

持つ場 

高校生居場所(ヤスジマベース・ウネスタ・第一学院) 

× 

こども食堂四つ葉 SK 

12/13(土) こども食堂に 

ボランティア参加 

３人 

イ）居場所の運営者のための研修会 

       ボードゲーム勉強会 7/25(金)など 

 ウ）居場所の全体交流会     

３月２０日（土） 四日市商工会議所１階ホール 

参加者 150人 

   

認知症の人のダンス    居場所のパネル展示（約 50）  外国人によるお茶とお菓子 

 

④ 情報発信 

・居場所ネットワーク通信の発行（毎月 1回）   ・ＳＮＳ 

 

（２）他団体の居場所事業への協力 

 ・四傾聴：とまり木カフェ（スプラウトを毎月 2回提供） 

 ・ユニバ：歌声喫茶（スプラウトを毎月 2回提供） など 

 

（３）商店街とのつながり 

    ・中入道囲いテント制作・お披露目イベント 10 月 26 日（日）13:00～14:00 

    ・諏訪商店街の各種イベント協力 

    ・サポステ・ユニバの利用者による地域の清掃 



３ ネットワーク型中間支援組織との連携 

（１） 四日市 NPO協会（11の NPOの連合体） 

「四日市 NPOプレゼンテーション大会＆政策・事業構築事業」（四日市市の協働事業） 

  ＊NPO法人 Kotoisaの「未来改造ラボ」の成果発表と合同実施 

1月 17日（土） 四日市商工会議所 1階ホール 参加者 100人 

        

   

NPO 発表風景          審査風景       未来改造ラボ成果発表 

 

（２） （公財）ささえあいのまち創造基金 

  ・四日市市内の市民活動団体への資金支援 

  ・みえ NPOネットワークと共同でみえ県民交流センターの指定管理 

（３） NPO法人みえ NPOネットワークセンター 

  ・ささえあいのまち創造基金と共同でみえ県民交流センターの指定管理 

   （みえ市民活動ボランティアセンターの運営） 

（４） 東海市民社会ネットワーク：愛知・岐阜・三重の NGO/NPOとの連携活動 

 

４ 調査研究 

（１） 四日市人権センター委託 

「メディア・リテラシーに関する教育・啓発のあり方を考える研究」 

・四日市市民のメディア・リテラシーについての認識や理解について、アンケート   

 調査の結果等から分析 

・メディア・リテラシーに関する教育・啓発用動画を作成 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自治体とＮＰＯの「協働」のあり方についての日英比較調査研究 

       11月 15日～21日 ロンドン・タワーハムレッツ区調査 

発表団体名 提案 

下野ごちゃまぜ食堂 しもの放課後基地 

子育て支援ネットワーク・トゥモローズ 若者の声を政治・行政の場へ 四日市市 Z世代議会 

格闘技教室スマイルジム 学校と居場所をつなぐ スクールパートナーの設置を求めて 

海蔵学童保育所 自分の声で、今そして未来をかえよう！ 

第一学院高等学校四日市キャンパス 失敗を味方に 
未来改造ラボ 

 



 Ⅱ 働きにくさを抱える人の就労支援  

 

１ 北勢地域若者サポートステーション 

 

（１） 数値目標と達成状況 

【数値目標（国に提出したもの）】 

        ・就職者等数：120人 

        ・目標達成率：80％以上 

        ・新規登録者数：170人 

     【達成状況】 

 R4 R5 R6 R7 

進路決定 ９２ ９９ １０６ １０７ 

目標達成率 ７６．７ ８２．５ ８８．３ ８９．２ 

新規登録 １０９ ８３ １０４ ８４ 

相談件数 ２７３６ ２８７７ ３１２７ ３８０５ 

講座・セミナー回数 ６９ ８８ ７９ ８４ 

講座・セミナー参加者数 ２１１ ３２７ ２１９ ２４８ 

氷河期世代 

新規登録 １７ １７ ２４ １３ 

進路決定 １３ １３ １４ １３ 

学校連携 

訪問日数 ２０ ５１ ４２ ３７ 

授業回数 ０ １３ ２５ ２７ 

面談件数 ７０ １０６ ７０ １１８ 

 

（２）相談業務 

ベテランスタッフが退職する一方、新しく２名のスタッフを迎えた。スタッフが増え 

たことから面談件数は増加しているが、進路決定に大きな増加は見られない。これは 

難しいケースが増えていることが要因で、全国のサポステからも同じ意見が出ている。 

進路決定の内訳から見ると２０時間以上の就労が R6の７２件に対し、R7は５８件と 

減少した。ここからも困難事例の傾向がみられる。各スタッフは困難事例をそれぞれ 

に抱えながら、少しずつ目標に近づけている。 

出張相談（２市５町、ハローワーク四日市・桑名）も定期的に実施した。 

 

（３）集中訓練プログラム 

年 2回（各 40日間・定員各 10名）のプログラムを開催した。参加者数は前期 9 名（開 

始時は 11 名）後期 10 名と定員をほぼ充足し、ニーズがあることが明らかになった。 

合宿時の体験先を新たに 4 か所増やし、農業体験や風力発電の学びの機会が出来た。

プログラム終了後の進路決定率は 85％となり、前年度の 64.7%を大きく上回った。 

 

（４）就職氷河期世代支援 

氷河期世代の支援が始まって 5 年が経ち、支援対象期間終了の 50 歳を超えても進路 

が決まらない利用者が出始めている。支援は就職が決まるまで継続している。 

 



（５）講座・セミナー 

三重県・四日市市の補助により、毎年講座・セミナーを多数実施しているが、集客に

かなり苦戦する傾向があった。メニューがマンネリしている所が課題と思われるが、 

講師の兼ね合いもあるので徐々に見直していきたい。 

        簿記、コミュニケーション、ヨガ、パソコン、メンタルトレーニング など 

        家族の会  

 

（６） サポステボランティア 

  毎週火曜日の午後、メニューを工夫しながら地域貢献活動を行った。 

（地域の清掃、平和の折り鶴、外部からの依頼によるコイン磨きや野菜の加工など） 

 

（７）ユニバーサル就労センター、スプラウト・つながりとの連携 

・ユニバーサル就労センター（就労移行支援）に 8 名・つながりに 1 名紹介した。 

うち、移行支援の利用が始まったのは 6 名、つながりは 1 名であり、2025 年度の

全利用決定者に占める割合は、それぞれ 60%、25%と高い割合を占めている。 

・就労移行以前の状態で支援を受ける利用者が居ることから、1 月の生活訓練事業所 

「つながり」の開所はありがたかった。 

・スプラウトでの体験 7 名・トレーニング 5 名を行った。 

 

（８） 学校連携・行政窓口等との連携 

① 学校連携 

北星高等学校との連携は継続し安定している。しかし学校内での進路決定に対して

サポステ実績に加算は難しい。R７年度は 12名の生徒が進路決定でき 2名をサポス

テに誘導した。 

② 行政機関 

労働局、県、市町とは密に連携している。四日市市においては、商業労政課、福祉 

総務課等との連携により、困難事例に対応する上で重要である。 

③ その他 

      四日市居場所ネットワークのキーパーソンに小林所長が 2024年度から継続して就 

任し、地域の居場所との関係づくりを行った。 

 

（９）広報活動の充実 

      ・ユニバ―サル就労センターの協力によりホームページをリニューアル 

・２週間ごとに、「働くこと」をテーマに Youtube「ほくサポちゃんねる」を配信 

 

  

 

 



２ 伊勢おやき本舗 

 

（１）ソーシャルビジネスの取組み 

おやきについては専任の販売員が不在なため、スプラウトでの販売のほかは、行政等の定期的

なイベントや、個別の依頼に応じて製造・販売した。サブレは、四日市大学卒業式の依頼がなく

なった分、じばさんやマックスバリュー山城店での売り上げアップにより回復した。 

また、食の輪よっかいちの依頼により、食品ロス野菜をパウダー状にしたものをクッキーにし、 

今後の取組みのための試食会に提供した。 

 

 売上実績（円） 

年度 2021 2022 2023 2024 2025 

おやき 595,812 588,240 645,900 608,150 688,290 

サブレ 429,998 854,815 926,541 643,147 872,436 

ユニバ弁当 886,400 541,200 719,400 783,400 642,400 

和プリン 0 262,160 217,030 8,510   70,124 

合計 1,912,210 2,246,415 2,508,871 2,043,207 2,273,250 

   

はもりあフェスタ      ひとむすびマルシェ    食ロス野菜パウダークッキー 

 

（２） 就労支援の取組み 

Ｂ型の利用者は安定的に通所ができ、一人一人の個性を生かした作業能力の成長がみられた。

スプラウトで提供するキーマカレー用のナンも、各自が作れるようになった。ユニバや外部団体

からの依頼による体験や研修も積極的に受け入れた。 

 

Ｂ型、就労体験等受入れ人数 

   

B型のメンバー       三重県立看護大学生の受け入れ   個性的なナンの製造 

  
B型 就労体験 

2021 2022 2023 2024 2025 2021 2022 2023 2024 2025 

ユニバ 3 5 6 6 6 4 10 5 11 7 

ほくサポ ― ― ― ―  6 6 3 3 3 

その他実習生  ― ― ― ―  3 4 3 10 9 



３ トレーニングカフェ・スプラウト 

 

（１） ソーシャルビジネスの取組み 

① 「さえとしおりのキーマカレー」の発売 

5月 1日に「さえとしおりのキーマカレー」を発売し、好評である。主力は日替わ

りランチであるため、ランチメニューや副菜へのチャレンジも行った。 

 

売上（円） 

2020 2021 2022 2023 2024 2025 

4,442,790 3,429,100 2,363,800 2,102,309 2,923,660 3,061,740 

 

② 新しいメニューの検討 

Ⅿキャンプという民間企業の合同新規職員研修の協力を行った。（1月） 

その際に「スプラウトで出せる新しいカフェメニュー」のワークショップを行い、

スプラウトと伊勢おやき本舗の４人が審査した結果を今後に生かすことになった。 

（１位「飲むコーヒーゼリー」、特別賞「こにゅうどうくんの入浴プリン」） 

   

 

（２）就労支援の取組み 

・多様な受け入れ先から、多様な訓練生を受け入れた。 

・調理や接客等、カフェならではのトレーニングにより、訓練生に自信が向上した。 

・四日市市社協が行う生活困窮者対策連絡会議に参加するほか、四日市市とも協議を行

い、2025 年度から生活保護受給者の就労準備支援にも取り組んだ。 

 

就労トレーニング生等の受け入れ人数（人） 

 

（３） その他 

・ニュースカフェを実施した。（2025年 4月～10月） 

  ・四傾聴が実施する「とまり木カフェ」の場所を提供した。 

  ・SSK・ユニバスタッフへの軽食販売など、食品ロス削減への積極的な取組を行った。 

 派遣元 
受入れ人数  

2021 2022 2023 2024 2025 

四日市市（生活困窮・生活保護） 4 4（紹介 6） 4 2 ５（紹介 8） 

ユニバ 13 12＋B型 2 10＋ B型 2 11＋B型 1 11＋B型 1 

ほくサポ  5 6 4 4 9 

体験（特別支援学校等） 0 3 9 5 7 



Ⅲ 組織基盤強化 

 

１ ＳＳＫ・ユニバ合同研修会 

     ・2025年度末 ＳＳＫ・ユニバ合同研修 

2026年 3月 18日 

        各部署が 2025年度の成果、課題、次年度のチャレンジ等を出し合い、意見交換 

を行った。（ＳＳＫ部分のみ次ページ参照） 

     ・映画視聴（組織外にも呼びかけた） 

 

 
 

２ 広報の強化 

（１）Youtube「ＳＳＫちゃんねる」「ほくサポちゃんねる」 

  ・SSK ちゃんねる：第１，第３水曜日に公開 

      ・ほくサポちゃんねる：第２、第４水曜日に公開 

      ・撮影・編集は辻スタッフが担当 

 

（２） イラストを生かした発信 

   ユニバ所属の小西与萌希さんの協力 

 

 

 

 

 

 

 



 


